
 
 
服装・身だしなみについてのガイドライン 

※横須賀中学校では校則を生徒会が主になり改則することがあり、また、現在横須賀中

学校でも校則を改めて見直しているため、年度中に変更する場合があります。 

頭  髪 

＜全生徒共通＞ 

・デザイン性の強い髪型は認めない。 

・ワックスなどの整髪料は使用しない。（後れ毛を抑える物も不可） 

・脱色、染髪、パーマなどしないこと。本人の心境を配慮して、ストレートパーマなど

が必要な場合は、保護者から事前に担任まで相談を受け検討する。 

・前髪は、目にかからないこと。 

・肩より伸びた髪の毛は、ゴム（黒、濃紺、茶）でくくること。 

・ヘアピン、スリーピン（黒、濃紺、茶）の使用も認める。 

夏  服 

＜カッターシャツ＞ 

・白色無地のものとする。ボタンダウンは可とする。 

・カッターシャツからすけない肌着を着用すること。ただし、体操服は衛生上の観点か

らも着用することはできない。 

・カッターシャツは、ズボンにしまうこと。 

＜セーラー服＞ 

・制服からすけない肌着を着用すること。※ｶｯﾀｰｼｬﾂ同様、体操服は着用しない。 

・スカートは、ひざが隠れる程度とし、両足立ちひざで、すそが床にふれること。 

＜ポロシャツ＞ 

・白・黒・紺の単色で無地のものとする。ポケット可、ボタンダウン可。 

・ボタンの色は服の色に合わせる、または白とする。ボタンの１番上のみ外してもよい。 

・ポロシャツから透けない肌着を着用する。 

・スラックス（スカート・キュロット）の中に入れなくてもよい。 

冬  服 

＜詰襟学生服＞ 

・学生服の下に、カッターシャツを着ること。カッターシャツの下には、首元からカッ

ターシャツ以外が見えないような服を着ること。 

・カッターシャツの上には、カーディガン、トレーナー、セーター、ベスト等を着ても

よい。色は白色、黒色、紺色、ベージュ（茶色）、灰色とする。また、それらが制服

の袖やすそから極端に出ないようにすること。 

・フード付きのものは着ない。 

＜セーラー服＞ 

・制服の中に着るものは、白色、黒色、紺色、ベージュ（茶色）、灰色のものとする。

また、それらが制服の袖やすそから極端に出ないようにすること。 

・手首のホックは常時しめておくこと。 

・スカートは、ひざが隠れる程度とし、両足立ちひざですそが床にふれること。 

＜ブレザー＞ 

・ボタンは、左前・右前どちらでもよい。 

・式時は、上のボタンを留める。 

・ブレザーの下はカッターシャツを着る。 

・カッターシャツの上にＶネック・丸首のカーディガン、ベスト、セーターを着て

もよい。ただし、ブレザーの袖やすそからでるようなオーバーサイズは不可とす

る。色は白色、黒色、紺色、ベージュ（茶色）、灰色の単色で無地のものとする。 

・ブレザーを脱いで、ベスト等が一番上にくる状態で過ごすことは不可とする。 

 

 



現行・新の組み合わせパターン 
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 ※現行制服×ポロシャツ→△(相談可)とは、夏の暑い時期に、現行制服のままポロシ

ャツを着てもよいということではない。ポロシャツは新制服との組み合わせを基本

とする。 

ベ ル ト 

・スラックスのベルトは黒色で装飾のないものとする。 

・バックルは、デザインのされていないシンプルなものとする。 

・スカート（キュロット）のベルトは濃紺、黒、灰色の単色で、ラインなどが入ってい

ないものとする。（※つけなくてもよい） 

靴  下 

・白、黒、紺色の単色で、ワンポイントまでとする。 

・くるぶし丈の靴下についても着用を認める。ただし、入学式や卒業式、始業式や終業

式、修了式に参加するときは、くるぶしが隠れる高さのものを着用する。 

靴 

・白色か黒色を基調とした運動靴で運動しやすいものとする。 

・くつひもは、白基調の場合は白色で黒基調の場合は黒色とする。 

・部活動時のみ、上の条件を満たしていない靴についても使用できる。 

カ バ ン 

・黒色が基調のもので、両肩で背負って登下校できるもの。 

・肩掛けのエナメルバッグは、休日等の部活動では使用ができる。 

・鍵以外のものに、キーホルダー等のかざりをつけないこと。部活動で使用するかばん

にも、キーホルダー等のかざりをつけないこと。（Ｒ７改訂） 

・交通安全などのお守りは、かばんの中にしまうこと。 

・市支給のナップサックでの登校も可。 

防 寒 着 

・防寒着や防寒具は登下校時のみ着用できる。カッターシャツやセーラー服の夏服の上

に着ることも可。 

・登校後、防寒着や防寒具は昇降口で外し、ロッカーにしまう。下校時は、防寒着を教

室で身につけてもよい。 

（後期は、教室で冬服を着ても寒いと感じる場合は、防寒着を着用してもよい） 

＜手袋・マフラー・ネックウォーマーなどについて＞ 

色：華美ではないもの。 

その他：①メーカーのロゴについては可だが、イラストやキャラクターがついているも

のは認めない。②装飾品がついていないものとする。③耳当てやニット帽も不

可ではないが、安全面に十分に配慮した上で着用すること。 

＜コートについて＞ 

色：黒色、紺色、茶色、灰色、白色のもので無地のものとする。 

＜ウィンドブレーカー等について＞ 

原則：部活動ごとに購入したウィンドブレーカーは防寒着として着用できる。 

その他：部活で購入していない生徒について、防寒着で迷う場合は担任の先生や生徒指

導の先生に相談する。あくまで防寒が目的であること。 

    パーカー等のフードが付いているものも可とする。カーディガンも可。ただし、

オーバーサイズで手が隠れるようなものは安全面を考慮して不可とする。 

上 

下 



＜ストッキングとタイツについて＞ 

・防寒着として、肌色のストッキングと黒色・肌色のタイツの着用も認める。 

＜携帯用カイロについて＞ 

・自身の体調管理のために必要であれば、使用を認める。本来の目的以外での使用

は認めない。 

・必要なとき以外、外に出さない。 

・使い終わったものは家で各自が処分をすること。学校で捨てない。 

そ の 他 

・化粧はしない。 

→マニキュア、色つきリップクリーム、ファンデーション等の使用は認めない。 

→アイプチ、まゆ毛を極端に細くする等の行為は認めない。 

・制汗シートは使用できる。 

→ただし、無香料のもので拭くタイプのものとする。 

→スプレータイプのものは認めない。 

→処分については各自が家まで持ち帰ること。学校では処分しない。 

・リップクリーム、ハンドクリームは使用できる。 

→ただし、薬用で無香料のものとする。 

・日焼け止めは使用できる。ただし、スプレータイプは不可とする。 

→ただし、水泳の授業がある日は使用できない。（著しく水質を悪化させるため） 

・リップクリーム、制汗シート、ハンドクリーム、日焼け止め、くし、鏡などの使用に

ついては人目が多い場を避け、更衣室やトイレで使用すること。 

・熱中症を予防する目的で、登下校中の帽子や日傘、携帯の扇風機などは各自の判断で

使用してもよい。→ただし必ず昇降口までとし、管理は自己責任とする。期間に関し

ては設けない。また、帽子などは華美ではないものを着用するなど中学校生活に適し

たものを使用する。（悩む場合は担任の先生に相談しましょう。） 

・自転車通学者は、登校時にカッパを使用した際、カッパを昇降口で脱ぎ、下駄箱に置

いて保管してもよい。 

Ｒ８．２．１６改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

日常の生活についてのガイドライン 

登  校 

・８時２０分までに入室し、カバンをロッカーにしまい、タブレットを準備する。 

・８時２５分から朝の活動を開始する。 

・通学路を通り登校し、自転車は１列、歩行者は２列までとし道に広がらない。 

・怪我や体調不良がない場合は、自分の力で登校する。 

欠席連絡等 

・欠席・遅刻・早退をする場合は、欠席連絡アプリ(ｅメッセージ)や電話で、８：１５

までには保護者に連絡をしてもらう。（電話の場合は、8:00～8:15 の間に行う） 

・土曜、日曜、祝日、長期休業中の連絡については、ｅメッセージを活用して連絡を

とる。 

朝の活動 
・８：２５～８：３０は、静かに朝の活動（読書等）に取り組む。 

 ※机上には必要なもの以外置かない。 

朝のＳＴ 

・８：３０～８：４０ 

 ※体育等移動教室で間に合わない場合は４０分より前に教室を出てもよい。 

・保健委員は健康観察を行い、学年相談室前に提出をする。 

・書記は、教室の背面黒板に出席数、欠席・遅刻者名を記入する。 

（ST 後、遅刻や早退があった場合は、背面黒板をその都度書き直す。） 

授  業 

・授業はチャイムでスタートできるよう、余裕を持って準備、着席しておく。 

・移動教室の際も、始業チャイムまでに着席を完了しておく。 

・忘れ物をしたときは、授業前に教科担任の先生に申し出て指示を受ける。 

・授業終了のチャイムが鳴るまで、無断で退室や離席をしない。 

・はさみ、カッター等については、家から持ち込まず、学校からの貸し出しとする。

扱いには十分注意すること。 

・友達同士の教材の貸し借りは禁止。 

放  課 

・次の授業の準備時間とする。 

・基本的に他のクラスの教室や他学年の階に行くことは禁止されている。 

・他学年に用事があるときは、担任の先生に許可を取ってから、用事のある 

学年の相談室へ行き、その学年の先生からも許可を得ること。 

・特別教室に無断で出入りをしない。 

・周りの人が落ち着いて気持ちよく過ごせるよう考えて行動する。 

・教科係は、次の授業の準備をきくこと。 

給  食 

・給食の時間から５分間で手洗いや準備をし、教室内に入り、着席する。 

・当番以外は、１３：２０までは教室から出ない。 

・全員が気持ちよく食事ができるように考えて行動する。 

・給食終了後、机や配膳台などは、必ずぞうきんがけをして清潔に保つ。 

清  掃 
・開始５分間で清掃場所にいき、準備をする。 

・清掃後、清掃区域の窓やドアについては清掃当番が必ず施錠する。 

帰りのＳＴ 
・置いておけるもののルールに従い、机の中のもの以外は持ち帰る。 

・ＳＴ後、日直と生活委員は机の整頓と消灯・施錠の最終確認をする。 

下  校 

・用のない生徒は、他の生徒を待たずに下校する。 

・怪我などのやむを得ない理由がない限り、保護者に車での送迎を頼まない。 

（送迎をしてもらう場合も、職員玄関前で乗り降りを行うこと。） 

・下校後は寄り道や、たむろをすることなく帰宅をする。 

集  会 
・名簿順を基本とし、移動時は級長が先頭に並ぶ。 

・スリッパは重ねて左側に置く。 



・話を聞くときの姿勢は、体育時の座り方とする。ただし、式や集会が長時間になる

場合は、周りに配慮しながら、体調に合わせて姿勢を変えてもよい。 

飲 み 物 

・授業日はお茶か水、長期休業中の部活動時はスポーツドリンクも認める。ただし、

スポーツドリンクを金属の水筒に入れて持ってきてはいけない。（夏季は別途指示

をする。目安として、到達度テストⅠ～体育祭まで） 

・人のものを飲まない。（自分で持ってくる） 

部 活 動 

・欠席、遅刻をする場合は、顧問に必ず連絡をする。 

・長期休業中の欠席や遅刻の連絡については、ｅメッセージを活用して連絡をとる。 

・下校時刻を守る。下表参照。（最終下校時刻１５分前に終了する） 

・部活使用物品は、部で責任をもって管理する。（私物は持ち帰る） 

・試合等で自転車を使用する場合は、自転車通学規定に準ずる。 

・活動場所に荷物をもっていく。（教室に置いておかない） 

※長期休業期間中も学校生活と同様のルールの中で参加する。 

最終下校 

時刻 

年間を通して、１６：４５を基本とする。11/15～1/14の期間は、日没時間を考慮し、

１６：３０とする。部活動や実行委員の活動は最終下校時刻の 15分前に終え、下校の

準備をする。 

校  外 

※原則として、校外で問題がおきた場合については保護者の責任下とするが、以下の

２点については特に注意すること。 

・金銭の貸し借りをしない。同様に、おごる・おごられる行為もしない。 

・SNS を使う場合、悪口の書き込みや無許可での画像の投稿をしてはいけない。 

そ の 他 

・テスト週間は、職員室、学年相談室への入室を禁止する。 

・下校後、学校へ来る際は、制服かジャージを着てくる。（私服では来ない） 

・学級や学年、部活動でのクラス会等はしない。 

・本館一階は放課であっても静かに行動すること。 

・廊下は右側の通行を心掛けること。 

・職員室、教育相談室、進路相談室に出入りの際は、必ずあいさつをする。 

・職員室に入る際は、カバンや防寒着を置いて入室する。 

★不要物、学習や学校生活に不必要なものは、持ってこない。身につけない。 

 ・マンガ（雑誌）・スマホ・整髪料・アクセサリー類（ピアス）・お菓子など  

※不要物を持ってきた場合は没収、返却は保護者に来校してもらい渡すことになる。 

 

横中生としてふさわしいように一人一人が、学校のた
めにできることを考えて生活しましょう 

 
学校は勉強をするための場所です。そのために必要な
ルールやマナーをしっかり考えて守りましょう。 

 

持ち物、身につけるものには必ず記名をし、大切にし
ましょう。 
 


